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GREトンネル
Generic Routing Encapsulation（GRE）をさまざまなパッセンジャプロトコルのキャリアプロト
コルとして使用できます。

この次図は、GREトンネルの IPトンネルのコンポーネントを示しています。オリジナルのパッ
センジャプロトコルパケットはGREペイロードとなり、デバイスはパケットにGREヘッダー
を追加します。次にデバイスはトランスポートプロトコルヘッダーをパケットに追加して送

信します。

図 1 : GRE PDU

セグメントルーティングMPLSおよび GRE
Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降、Cisco NexusデバイスではセグメントルーティングMPLS
とジェネリックルーティングカプセル化 (GRE)の両方を設定できます。これらのテクノロジー
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は両方ともシームレスに動作します。MPLSトンネルの終了後には、すべてのMPLSトラフィッ
クをGREトンネルに転送できます。同様に、GREの終了後には、GREトンネルからのすべて
のトラフィックをMPLSクラウドに転送できます。

すべての PEルータは、別の GREクラウドとの間で GREトラフィックを開始、転送、または
終了できます。同様に、すべてのトンネル通過ノードまたはトンネルエンドノードは、MPLS
トンネルカプセル化を設定できます。

Cisco Nexus 9000スイッチでトンネルとセグメントルーティングの両方が有効になっている場
合、それぞれのフローの TTL動作は次のとおりです。

•着信 IPトラフィック、GREヘッダー付きの出力では、GREヘッダーの TTL値は、着信
IPパケットの TTL値より 1少ない値です。

•着信 IPトラフィック、MPLSヘッダー付きの出力では、MPLSヘッダーの TTL値は、着
信 IPパケットの TTL値より 1少ない値です。

•着信 GREトラフィック、MPLSヘッダー付きの出力、MPLSヘッダーの TTL値はデフォ
ルト (255)です。

•着信MPLSトラフィック、GREヘッダー付きの出力、GREヘッダーの TTL値はデフォル
ト (255)です。

セグメントルーティングMPLSおよび GREの注意事項と
制限事項

セグメントルーティングMPLSおよび GREには、次の注意事項と制限事項があります。

•トンネルパケットの入力統計はサポートされていません。

• template-mpls-heavyテンプレートのみがサポートされています。

• MPLSセグメントルーティングは、トンネルインターフェイスではサポートされていま
せん。

•モジュラスイッチのハードウェア制限により、トンネルの宛先 IPアドレスの出力インター
フェイスが Cisco Nexus 9300-FX/FX2プラットフォームスイッチを越える場合、トンネル
Txトラフィックはサポートされません。

•最大 4つの GREトンネルがサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチ上で
はセグメントルーティングMPLSと GREの両方を設定できます。

•セグメントルーティングMPLSと GREの両方が共存している場合、トンネル Rxパケッ
トカウンタは機能しません。

• Cisco Nexus 9808および 9804スイッチを搭載した Cisco Nexus X98900CD-Aおよび
X9836DM-Aラインカードは、SR MPLSデフォルトテンプレートのみサポートします。
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•階層型アンダーレイ ECMPは、接続されているすべてのネクストホップメンバーに
同じラベルスタックのみを適用できます（異なる NHの異なるラベルスタックはま
だサポートされていません）。

• SR MPLS PHPノードで、最後のラベルのポップ中に明示的な NULLラベルが追加さ
れません

•フェーズ1では、統計、ハンドオフ、および整合性チェッカーはサポートされません

• Nexus 9804スイッチが、PHPの実行時に明示的な NULLラベルを追加するノードと
相互動作している場合、NULLラベルの後に有効なラベルが存在する場合、NULLラ
ベルのTTLは無視されます。TTLデクリメントには、有効なラベルのTTLが使用され
ます。

セグメントルーティングMPLSおよび GREの設定
静的MPLSなどの相互に排他的なMPLS機能がイネーブルになっていない限り、MPLSセグメ
ントルーティングをイネーブルにできます。

始める前に

MPLS機能セットは、install feature-set mplsおよび feature-set mplsコマンドを使用してインス
トールし、有効にする必要があります。

feature tunnelコマンドを使用して、トンネリング機能を有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLSセグメントルーティング機能を
有効化します。このコマンドのno形式

[no] feature segment-routing

例：

ステップ 2

は、MPLSセグメントルーティング機
能を無効化します。

switch(config)# feature
segment-routing

MPLSセグメントルーティング機能の
ステータスを表示します。

（任意） show running-config | inc
'feature segment-routing'

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-config
| inc 'feature segment-routing'
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 5

switch# configure terminal
switch(config)#

新しいトンネルインターフェイスを作

成できます。

feature tunnel

例：

ステップ 6

トンネルインターフェイス機能を無効

にするには、このコマンドのno形式を
使用します。

switch(config)# feature tunnel
switch(config-if)#

トンネルインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface tunnel numberステップ 7

このトンネルモードを GREに設定し
ます。

switch(config-if)# tunnel mode {gre ip }ステップ 8

IPでの GREカプセル化の使用を指定
するには、greキーワードおよび ip
キーワードを指定します。

この IPトンネルの送信元アドレスを設
定します。送信元は、IPアドレスまた

tunnel source {ip-address |interface-name}

例：

ステップ 9

は論理インターフェイス名によって指

定できます。
switch(config-if)# tunnel source
ethernet 1/2

この IPトンネルの宛先アドレスを設定
します。宛先は、IPアドレスまたは論
理ホスト名によって指定できます。

tunnel destination >>ip{address |
hostname}

例：

ステップ 10

switch(config-if)# tunnel destination
192.0.2.1

tunnel use-vrf vrf-nameステップ 11

例：

switch(config-if)# tunnel use-vrf blue

switch(config-if)# 10.1.1.1ipv6 address IPv6アドレスステップ 12

IPv6アドレスを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

トンネルの送信元アドレスと

宛先アドレスは同じままです

（IPv4アドレス）。

（注）

トンネルインターフェイスの統計情報

を表示します。

（任意） switch(config-if)# show
interface tunnel number

ステップ 13

インターフェイスで送信される IPパ
ケットのMaximum Transmission Unit
（MTU;最大伝送単位）を設定します。

switch(config-if)# mtu valueステップ 14

リブートおよびリスタート時に実行コ

ンフィギュレーションをスタートアッ

（任意） switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 15

プコンフィギュレーションにコピーし

て、変更を継続的に保存します。

セグメントルーティングMPLSおよび GREの設定の確認
スタティックルーティングMPLSおよび GREの設定を表示するには、次のいずれかの作業を
行います。

目的コマンド

セグメントルーティングMPLS情報を表示し
ます

show segment-routing mpls

SRTE明示パスエンドポイント置換の構成の確認
SRTE明示パスエンドポイント置換構成に関する必要な詳細を表示するには、次のいずれかの
タスクを実行します。

表 1 : SRTE明示パスエンドポイントの置換構成の確認

目的コマンド

許可されたポリシーのみを表示します。

エンドポイントラベルが解決され、最

初のホップに到達できる場合、状態は

UPと表示されます。エンドポイント
ラベルが解決されていない場合、また

は最初のホップに到達できない場合、

状態は DOWNと表示されます。

（注）

show srte policy
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目的コマンド

SR-TEで使用可能なすべてのポリシーのリス
トを表示します。

エンドポイントラベルが解決され、最

初のホップに到達できる場合、状態は

UPと表示されます。エンドポイント
ラベルが解決されていない場合、また

は最初のホップに到達できない場合、

状態は DOWNと表示されます。

（注）

show srte policy [all]

要求されたすべてのポリシーの詳細ビューを

表示します。

エンドポイントラベルが解決され、最

初のホップに到達できる場合、状態は

UPと表示されます。エンドポイント
ラベルが解決されていない場合、また

は最初のホップに到達できない場合、

状態は DOWNと表示されます。

（注）

show srte policy [detail]

SR-TEポリシーを名前でフィルタリングし、
SR-TEでその名前で使用できるすべてのポリ
シーのリストを表示します。

このコマンドには、ポリシー名のオー

トコンプリート機能があります。この

機能を使用するには、疑問符を追加す

るか、TABキーを押します。

（注）

show srte policy <name>

カラーとエンドポイントの SR-TEポリシーを
表示します。

このコマンドには、カラーとエンドポ

イントのオートコンプリート機能があ

ります。この機能を使用するには、疑

問符を追加するか、TABキーを押しま
す。

（注）

show srte policy color <color> endpoint
<endpoint>

既存の最初のホップとポリシーエンドポイン

トの状態を表示します。

show srte policy fh
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


